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ひよこ組・保育者の言葉を真似て、簡単な言葉のやりとりを楽しむ。 

    ・食事や衣服の着脱など、身の回りの事を保育者と 

一緒に行いながら、できる喜びを感じる。 

り す組・豆まきなどの行事に参加し、異年齢児との関わりを楽しむ。 

    ・保育者に声を掛けられながら、食事や手洗い、排泄など 

自ら進んでやってみようとする。 

うさぎ組・身の回りの事に積極的に取り組み、一人でできる喜びや 

達成感を味わう。 

・異年齢児や保育者と一緒に遊びながら関わりを深めたり、 

 広げたりする。 

今月のねらい

 1月は例年より少し暖かく、子どもたちと一緒に戸外遊びをたくさん行いました。 

りす組、うさぎ組さんは外で遊べることが嬉しいようで、先生の「お外で遊ぼう！」という言葉を聞くと

自分から帽子や上着、靴と靴下を準備し始めることができるようになってきました。 

また毎週行っている乗馬体験では、乗る前にモモちゃんに挨拶をするところから始まり、背筋をピンと

伸ばして乗馬を行っています。モモちゃんの優しさに、子どもたちも安心してその時間を楽しんでいます。 

ひよこ組さんは少しずつ歩ける子も増えてきて、動きが活発になってきました。部屋の中やセラピーガー

デンで、一歩ずつ慎重に歩き始める姿が可愛い子どもたちです。 

３日(火) まめまき 

２０日(金) 身体測定 

２５日(水) 避難訓練 

 

 

これからお散歩に出かけることも多くなります！ 

子どもたちの、靴のサイズはどうですか？ 

 

乳幼児の子どもたちの身心の成長は、この時期とても早く、日々成長を感じます。体も大きくなり洋服の丈

が短くなることもしばしば…。 

その中でも、最近靴のサイズは見直しましたか？ 

走ったり歩いたり、たくさん外遊びをする子どもたち。まだまだ足の柔らかい子どもたちには、大きすぎず

小さすぎない足のサイズにあった靴を選ぶことが、この時期大切です。 

せっかくなので、この機会に子どもたちの靴や靴下の見直しをしてみてましょう！ 


